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１．はじめに 
発表者ら（長住，後藤）は，2024 年度卒業研究と

して，教員（松崎）の助言のもと，光の量子論の学習

に取り組んだ。4 人のグループ(**) による主テキスト

1) の輪読を中心として，メンバーで分担して，古典電

磁気学における電磁波の放射と伝播，量子力学におけ

る不確定性，光の量子論の基礎となる調和振動子の個

数状態，コヒーレント状態，量子と古典をつなぐウィ

グナー関数，偏光の 2 状態系が量子ビットとして用い

られること，量子もつれ等を学んだ。 

一方で，研究室所属の以前の大学院生（市木）が修

士論文の一環として取り組んだが，発表を予定してい

た 2020年の日本物理教育学会九州支部大会がコロナ

禍によって中止になったことにより未発表となって

いた研究 2) が存在していたので，AI 翻訳が身近にな

り英語圏以外の情報にもアクセスできることになっ

たことを好機として，日本の現行の指導要領と併せて，

情報にアクセス可能な諸外国での高校レベル物理で

量子論がどのように取り扱われているのかについて

も調べた。第 1 報として，量子力学の根本的性質であ

る不確定性について，第 130 回日本物理学会九州支

部例会で報告 3) し，今回は第 2 報として，量子状態

の重ね合わせで作られる量子ビット等の先端技術に

ついて，どの程度の紹介がされているのかを調べたの

でここに報告する。 

 

２．日本国内の出版社比較  

 日本の公立学校では，指導要領に沿った教科書で授

業が行われていることから，初めに指導要領の内容に

ついて調べた。 

 

（ｳ） 物理学が築く未来   

㋐ 物理学が築く未来   

物理学の成果が様々な分野で利用され，未来を築く新しい科学技術の基盤となって

いることを理解すること。 

 

（内容の取扱い）  

（ｳ）の㋐については，物理学の発展と科学技術の進展に対する興味を喚起するよう 

な成果を取り上げること。 

 

 

㋐ 物理学が築く未来  

ここでは，量子論，相対論，宇宙論など先端の物理学の理論や，ナノテクノロジー，バイ

オメカニクス，物質科学，物理探査（地球物理学的探査）など今後の発展が期待されている

物理学とその応用について，例えば，次のような具体的な事例を紹介し，物理学が科学技術

の基盤となっていることを理解させるとともに，物理学が築く未来への夢を育む。  

・光格子時計の開発と波及効果  

・量子コンピュータの開発と応用 

・核融合発電などの新しいエネルギー源の開発や省エネルギーシステムの開発 

表 １ 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説・理科編 理数編 pp. 79-80（一部抜粋） 



・宇宙の始まり，宇宙の構造，物質の起源，暗黒物質，暗黒エネルギーに関する研究  

・ニュートリノや重力波によるブラックホールや時空に関する研究  

・物理探査や資源開発，環境保全への物理学の応用  

・スピントロニクスに関する研究  

・加速器を利用した材料の分析と開発，超重元素の合成及び反物質の創造  

・ナノ世界の物理とナノマシンの開発  

・バイオメカニクスの開発と医療・福祉への利用  

・脳科学や人工知能への物理学の応用  

・他の科学と融合し人類の未来に貢献する可能性  

また，物理学が医療機器や深海探査，宇宙開発などに利用されている事例，プラズマや素

粒子に関する研究などの，物理学の研究成果の調査や研究施設の見学などを行い，今後の発

展の可能性について調べさせることなども考えられる。 

 

 表１に示すように，指導要領では「物理学が切り開

く未来について」の内容として，生徒が物理学および

科学技術の発展に興味をもつような，事例を紹介する

ように示す記述がみられた。また，指導要領で例示さ

れている事例において，「量子コンピュータ」につい

ての記述がみられた。 

 次に，指導要領を踏まえた教科書の取り扱いについ

て調べた。 

 各社について，教科書の本論の内容としてではなく，

参考やトピック，コラムとして「物理学が切り開く未

来について」が扱われていた。しかし，第一学習社で

は，Topic で扱われている部分と第Ⅳ章 第２節 ４

－E の文章の内容中で扱われている部分があった。そ

れぞれの内容が指導要領の事例のどの部分にあたる

か，調べたものを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表２に示すように，多くの出版社がニュートリノな

どの内容を扱っているなか，東京書籍だけが量子コン

ピュータについて取り扱っていた。 

 

３．諸外国の比較  
 更に国外における量子コンピュータの扱いを調べ

た。ここで，不確定性原理の取り扱いについては，第 

 

130回日本物理学会九州支部例会で報告 3)したものを 

参照している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 量子技術の記述・５社比較 

表 3 カナダ・オーストラリアにおける不確定性

原理および量子コンピュータの取り扱い 

表 4 欧州諸国における不確定性原理および

量子コンピュータの取り扱い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表３，表４，表５で示すように，不確定性原理を取

り扱わない州や国においても，量子コンピュータなど

の最先端技術が紹介されていることが分かった。また，

どの国においてもほとんどが参考程度の紹介であっ

た。 

しかし，ドイツ，ブレーメン州においては，量子ビ

ットや量子ビットを保持する領域を指す量子レジス

タに関する紹介の内容を織り込むことを示す記述が

みられた。 

更に，OpenStax 4)の教科書においても不確定性原

理を扱う記述は見られたが，量子コンピュータに関す

る記述は見られなかった。 

 

４．まとめ  
高校物理における量子コンピュータの取り扱いに

ついて，日本では，指導要領で例示される物理学の成

果の中に記述があった。指導要領を基にした教科書で

は，５社の出版社のうち１社しか量子コンピュータに

ついて取り扱っていなかった。さらに，海外において

も，量子コンピュータの事例の紹介程度であり，日本

と同程度であることも分かった。 

 

 

(*) 現所属：福岡市立下山門中学校 

(**) 後藤空, 近藤飛翔, 筋田七海, 長住優樹 （学籍
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表 5 アメリカにおける不確定性原理および量子

コンピュータの取り扱い 


